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第１０回 文化芸術振興基本法 
 

2001年12月7日に文化芸術振興基本法が公布・施行された。「第３章 文 

化芸術の振興に関する基本的施策」の（芸術の振興）第8条に注目してみ 

たい。 
 
 国は、文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊その他の芸術（次条に規定 
するメディア芸術を除く。）の振興を図るため、これらの芸術の公演、展 

示等への支援、芸術祭等の開催その他の必要な施策を講ずるものとする。  

 

ここで初めて「その他の芸術」（次条に規定するメディアを除く。）として、

「メディア芸術」という用語が登場し、第９条に定義が示された。「メディ

ア芸術」の定義は以下の通りである。 
 

（メディア芸術の振興）第９条 国は、映画、漫画、アニメーション及び 

コンピュータその他の電子機器等を利用した芸術（以下「メディア芸術」 

という。）の振興を図るため，メディア芸術の製作、上映等への支援その 

他の必要な施策を講ずるものとする。 

 
文化芸術振興基本法の成立背景については、前述の「『文化発信社会』の 

基礎の構築に向けた文化振興のための当面の重点方策について」（1994）、

「21世紀向けた新しいメディア芸術の振興について（報告）」（1997）が大

きく寄与していると言っても過言ではない。特に「メディア芸術」の定義

については「重点方策」と「（報告）」では「マンガ」の表記であったが、

文化芸術振興基本法では「漫画」の表記である。『高等学校学習指導要領』

『中学校学習指導要領』でも「漫画」の表記である。専門家の会議・懇談

会では「マンガ」の表記になっているが、国が発信するものでは「漫画」

の表記になっている点も見逃せないものであろう。 

 この基本法を基盤にして文化芸術立国を目指して様々な取り組みがなさ

れているのは周知の通りである。 


